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２
月
２
０
日
（
日
）
、
Ｊ
Ｒ
東
京
駅
７
時
３

３
分
発
の
横
須
賀
線
逗
子
行
き
に
乗
車
。
新
宿

か
ら
の
方
や
途
中
駅
の
方
々
が
鎌
倉
駅
東
口

に
集
合
。 

駅
前
に
集
ま
っ
た
の
は
、
佐
藤
、
及
川
、
坂

巻
夫
妻
、
井
上
夫
妻
、
宗
像
夫
人
、
川
名
夫
人
、

神
山
、
和
田
、
谷
田
、
神
吉
、
星
野
親
子
、
戸

丸
の
１
５
名
。 

 

金
沢
八
景
方
面
行
き
の
４
番
バ
ス
停
か
ら

８
時
５
５
分
発
の
鎌
倉
霊
園
正
門
太
刀
洗
行

き
の
バ
ス
に
乗
車
。
バ
ス
は
鶴
岡
八
幡
宮
前
の

大
通
り
を
北
に
進
み
突
き
当
り
に
あ
る
八
幡

宮
を
見
な
が
ら
右
に
曲
が
っ
て
ゆ
く
。
市
内
か

ら
外
れ
る
と
す
ぐ
に
田
舎
の
雰
囲
気
に
な
る
。 

 

１
０
分
ほ
ど
で
十
二
所
（
じ
ゅ
う
に
そ
う
）

バ
ス
停
着
。
バ
ス
停
横
に
丁
度
い
い
広
場
が
あ

り
、
こ
こ
を
お
借
り
し
て
井
上
さ
ん
指
導
の
ス

ト
レ
ッ
チ
を
行
う
。
朝
ま
で
降
っ
て
い
た
雨
は

あ
が
っ
て
少
し
青
空
も
の
ぞ
き
始
め
て
い
る
。 

 
 

体
操
が
終
わ
っ
て
す
ぐ
横
の
山
肌
を
見
る

と
洞
窟
の
よ
う
な
大
き
な
穴
が
開
い
て
い
る
。

覗
い
て
み
る
と
か
な
り
の
大
き
な
洞
窟
で
真

ん
中
に
は
四
角
く
水
も
溜
ま
っ
て
い
る
。
防
空

壕
だ
っ
た
の
だ
ろ
う
か
。
そ
の
右
側
に
も
も
う

一
つ
少
し
小
さ
な
洞
穴
が
あ
っ
た
。 

 

９
時
２
５
分
、
歩
き
出
す
。
バ
ス
停
か
ら
斜

め
右
に
住
宅
の
間
を
入
っ
て
ゆ
く
。
目
の
前
の

酒
店
で
ビ
ー
ル
を
買
う
予
定
だ
っ
た
が
残
念

な
が
ら
臨
時
休
業
だ
っ
た
。 

 

す
ぐ
に
小
さ
な
、
時
代
が
か
っ
た
赤
い
橋
を

渡
る
。
小
さ
な
川
、
滑
川
に
架
か
る
光
触
寺
橋

だ
。
目
の
前
に
山
門
が
見
え
る
。
橋
の
名
前
と

同
じ
光
触
寺
（
こ
う
そ
く
じ
）
だ
。
石
段
を
十

段
ほ
ど
登
る
と
お
寺
の
境
内
だ
。
山
門
の
右
側

に
は
鎌
倉
市
が
設
置
し
て
い
る
公
衆
ト
イ
レ

が
あ
る
。
鎌
倉
市
歴
史
的
風
土
保
存
区
域
の
標

柱
の
奥
に
あ
る
。
そ
の
標
識
の
通
り
ト
イ
レ
の

建
物
も
お
寺
と
同
じ
よ
う
な
瓦
屋
根
に
な
っ

て
い
る
。
（
鎌
倉
駅
近
く
の
コ
ン
ビ
ニ
の
店
の

看
板
も
落
ち
着
い
た
色
使
い
に
な
っ
て
い
た
） 

 

そ
れ
ほ
ど
広
く
な
い
が
、
落
ち
着
い
た
静
か

な
境
内
に
は
紅
梅
が
咲
き
始
め
て
い
た
。
右
奥

の
池
も
風
情
を
感
じ
ら
れ
る
。 

 

９
時
４
２
分
、
出
発
。
住
宅
の
間
の
道
も
そ

れ
な
り
の
雰
囲
気
が
あ
る
。
紅
梅
が
ほ
ぼ
満
開

の
お
宅
も
あ
っ
た
。
竹
の
枝
で
垣
根
を
芸
術
的

箱
根
組
ニ
ュー
ス 

第
３
４
７
号 

２
０
２
２
年 

３
月
号 

編
集
発
行
人 

戸
丸
悟 

箱
根
組
は
自
然
を
大
切
に
し
ま
す
！ 

各
自
保
険
に
入
っ
て
山
に
登
り
ま
し
ょ
う
！ 

鎌
倉
一
の
梅
園

、
十
二
所
果
樹
園
の
梅
は
ま
だ
少
し
早
か
っ
た

、
展
望
台
の
広
場
で
豚
汁
を
楽
し
む
！ 

、
し
駅
前
で
打
ち
上
げ
！ 

、
の
２
０
０
０
メ
ー
ト
ル
の
風
は
さ
わ
や
か
だ
っ
た

。 
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に
作
っ
て
い
る
お
宅
も
あ
っ
た
。 

 
９
時
４
７
分
、
バ
ス
通
り
に
合
流
す
る
。
し

ば
ら
く
車
道
の
右
側
、
川
沿
い
の
道
を
進
む
。

川
の
向
こ
う
に
は
大
き
な
椿
の
木
が
花
を
つ

け
て
い
る
。 

 

９
時
５
０
分
、
十
二
所
神
社
バ
ス
停
通
過
。

こ
こ
で
右
の
道
に
入
っ
て
ゆ
く
。
標
識
が
朝
夷

奈
切
通
し
、
十
二
所
果
樹
園
、
右
と
記
し
て
あ

る
。
住
宅
地
を
左
に
そ
し
て
右
に
進
む
と
小
さ

な
沢
沿
い
の
道
だ
。
軽
自
動
車
が
一
台
山
に
向

か
っ
て
突
っ
込
む
形
で
止
ま
っ
て
い
る
。
前
輪

は
溝
に
落
ち
て
い
る
。
の
ぞ
い
て
み
る
と
人
は

い
な
か
っ
た
の
で
今
起
き
た
事
故
で
は
な
い

よ
う
だ
。
な
ぜ
そ
の
ま
ま
に
し
て
い
る
の
か
は

謎
だ
。
左
横
の
沢
は
な
か
な
か
い
い
風
情
だ
。 

 

１
０
時
、
左
側
に
「
太
刀
洗
水
」
と
看
板
が

あ
る
。…

頼
朝
に
疑
わ
れ
た
、
平
広
常
（
上
総

介
広
常
）
が
討
た
れ
た
時
、
頼
朝
の
命
に
よ
っ

て
討
っ
た
梶
原
景
時
が
そ
の
時
の
太
刀
を
洗

っ
た
と
さ
れ

る
鎌
倉
の
名

水

の

一

つ

。

「
梶
原
太
刀

洗
水
」
と
も
い

う
ら
し
い
。
後

に
頼
朝
は
謀

反
で
は
な
か

っ
た
と
知
り
、

後
悔
し
た
と

の
こ
と…

そ
れ
に
し
て
も
見
過

ご
し
て
し
ま
い
そ
う
な
看
板
だ
。

こ
こ
は
す
で
に
朝
夷
奈
切
通
し

ル
ー
ト
の
一
部
に
な
る
よ
う
だ
。 

 

す
ぐ
に
、
朝
夷
奈
切
通
し
の
分

岐
に
な
る
。
滝
が
あ
り
そ
の
左
は

切
り
通
し
方
面
、
真
っ
す
ぐ
が
果

樹
園
方
面
だ
が
、
こ
こ
で
小
休
止
。 

岩
か
ら
滑
り
降
り
る
よ
う
な

滝
は
な
か
な
か
立
派
だ
。
朝
夷
奈

切
通
し
と
い
う
立
派
な
石
碑
が

滝
の
左
側
に
立
っ
て
い
る
。
昭
和

１
６
年
鎌
倉
市
青
年
団
が
建
て

た
と
あ
る
。 

 

１
０
時
７
分
再
出
発
。
じ
わ
じ

わ
と
傾
斜
が
つ
い
て
き
て
い
る
。

両
側
に
は
笹
や
ア
オ
キ
の
緑
が

目
立
つ
。
左
側
に
は
何
か
の
作
業

所
に
な
っ
て
い
る
よ
う
で
ち
ょ

っ
と
無
粋
な
波
板
の
ト
タ
ン
が

残
念
な
感
じ
だ
。 

 

１
０
時
１
６
分
、
果
樹
園
ま
で

２
０
０
ｍ
の
看
板
。
こ
の
辺
り
か

ら
一
段
と
傾
斜
が
足
に
こ
た
え

る
。 

 

１
０
時
２
０
分
、
果
樹
園
の
鉄

の
格
子
の
扉
に
到
着
。
扉
は
開
い

て
い
た
。
道
は
、
左
に
そ
し
て
右

に
曲
が
っ
て
い
く
と
ベ
ン
チ
の

●お申し込み･お問い合わせ 

Tel・Fax/ 03-3521-6898 戸丸 

戸丸携帯 090-4541-7066 

携帯メール：satorutomaru@gmail.com 

メール：tomarusatoru@hotmail.com  

箱根組ホームページ 

https://tomarusatoru.wixsite.com/hakonegumi 

集合 ３月２０日(日) 小田急線新宿駅 

６時１１分発 急行小田原行き 

                  (前から３両目車内) 

途中駅発 代々木上原 6：16 下北沢 6：19

経堂 6：23 成城学園前 6：27 登戸 6：32  

向ケ丘遊園 6：35 新百合ヶ丘 6：41  

町田 6：50 相模大野 6：53 
 

小田原 7：44着 

（バス乗り換え４番乗り場） 

8：10発 桃源台行き 仙石 8：52着 
 

交通費 新宿～小田原   891円  

小田原～仙石 1,020円 

３
月
２
０
日
（
日
）
、
箱
根
の
金
時
山
（
１
２
１
２
・
５
ｍ
）
で
す
。 

 
 
 
 

 

レ
ギ
ュ
ラ
ー
コ
ー
ス 

歩
行
３
時
間 

（
上
り
１
時
間
３
０
分
、
下
り
１
時
間
３
０
分
） 

 

※
電
車
バ
ス
内
、
混
雑
時
は
マ
ス
ク
を
使
用
し
ま
し
ょ
う
。 

 

富
士
山
の
眺
望
を
期
待
し
て
箱
根
の
金
時
山
に
行
き
ま
す
。 

小
田
原
か
ら
バ
ス
で
仙
石
ま
で
こ
こ
か
ら
山
頂
を
目
指
し
ま
す
。

下
り
は
同
じ
道
で
、
途
中
か
ら
右
、
金
時
神
社
方
面
に
降
り
ま
す
。 

仙
石
バ
ス
停
か
ら
小
田
原
駅
へ 

 
 ○

持
ち
物 

お
弁
当
、
飲
料
水
、
非
常
食
、
マ
ス
ク
（
予
備
マ
ス
ク
）、

傘
、
雨
具
、
ス
パ
ッ
ツ
、
タ
オ
ル
、
着
替
え
、
ヘ
ッ
ド
ラ
ン
プ(

予

備
電
池)

、
地
図
、
筆
記
用
具
、
救
急
薬
品
、
（
痛
み
止
め
ス
プ
レ

ー
な
ど
）、
健
康
保
険
証
、
ビ
ニ
ー
ル
袋
、
テ
ィ
ッ
シ
ュ
ペ
ー
パ
ー
、

予
備
靴
紐
、
ラ
イ
タ
ー
か
マ
ッ
チ
、
ナ
イ
フ
、
ホ
イ
ッ
ス
ル
、
磁

石
、
他 

 

●
申
し
込
み
は 

３
月
１
８
日
（
金
）
ま
で
に 

収支 

 繰越       33127 円 

  

支出 

News/HP 作成費   500 円 

当日プリント代    200 円 

下見交通費     4900 円 
 

現在高           27527 円 
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あ
る
休
憩
ポ
イ
ン
ト
に
到
着
。
荷
物
を
下
ろ
し

て
長
め
の
休
憩
。
鶏
が
鳴
い
て
い
る
よ
う
な
声

が
す
る
が
ど
う
や
ら
鶏
で
は
な
く
、
茂
み
の
中

に
あ
る
小
さ
な
池
の
蛙
の
声
の
よ
う
だ
っ
た
。 

 

梅
の
花
は
、
ほ
と
ん
ど
の
木
が
ま
だ
蕾
が
膨

ら
ん
で
先
が
白
く
な
っ
て
い
る
程
度
だ
っ
た
。

梅
園
の
中
で
１
本
だ
け
。
五
～
六
分
ほ
ど
咲
い

て
い
る
木
が
あ
っ
た
の
で
カ
メ
ラ
に
収
め
た
。

梅
園
の
斜
面
を
登
っ
て
行
き
、
突
き
当
り
を
左

に
曲
が
る
。
こ
こ
は
山
道
の
ル
ー
ト
に
な
っ
て

い
て
右
は
帰
り
の
ル
ー
ト
の
逗
子
方
面
へ
の

尾
根
道
だ
。
左
に
行
け
ば
切
通
か
ら
金
沢
八
景

に
抜
け
る
よ
う
だ
。 

 

左
に
曲
が
る
と
す
ぐ
に
階
段
状
の
上
り
坂

に
な
る
。
土
が
滑
り
や
す
い
の
で
慎
重
に
上
る
。

登
り
切
っ
た
と
こ
ろ
は
鉄
塔
が
あ
り
ピ
ー
ク

に
な
っ
て
い
る
。
鉄
塔
の
向
こ
う
に
は
河
津
桜

が
一
本
咲
い
て
い
る
。
左
に
曲
が
っ
て
林
を
抜

け
る
と
展
望
台
だ
。 

 

１
０
時
５
０
分
、
展
望
台
の
広
場
に
到
着
。

中
央
に
広
め
の
タ
ー
ブ
ル
と
ベ
ン
チ
、
東
側
に

も
東
京
湾
を
望
む
よ
う
に
ベ
ン
チ
が
い
く
つ

か
並
ん
で
い
る
。 

早
速
、
少
し
早
い
が
昼
食
の
準
備
だ
。
テ
ー

ブ
ル
の
上
に
は
持
ち
寄
り
の
美
味
し
い
お
掃

除
が
並
ぶ
、
テ
ー
ブ
ル
横
で
は
、
宗
像
夫
人
、

神
吉
の
両
料
理
人
が
豚
汁
作
り
に
か
か
る
、
バ

ス
停
近
く
の
酒
店
が
臨
時
休
業
で
ビ
ー
ル
は

ゲ
ッ
ト
で
き
な
か
っ
た
が
、
持
ち
寄
り
の
日
本

酒
、
ウ
イ
ス
キ
ー
、
梅
酒
で
盛
り
上
が
る
。
美

味
し
い
豚
汁
が
出
来
上
が
る
と
行
列
が
出
来

る
。
幸
い
他
の
登
山
客
は
な
し
で
貸
し
切
り
の

パ
ー
テ
ィ
は
楽
し
く
続
い
た
。 

食
後
は
、
シ
ュ
ガ
ー
ず
の
４
人
が
先
日
の
コ

ン
サ
ー
ト
の
お
礼
代
わ
り
に
数
曲
歌
っ
て
締

め
た
。
幸
い
に
も
日
差
し
も
出
て
暖
か
い
昼
食

だ
っ
た
が
、
富
士
山
は
ほ
と
ん
ど
見
え
な
か
っ

た
。 １

時
２
０
分
、
２
時
間
越
え
の
長
め
の
昼
食

を
終
え
て
下
山
開
始
。 

南
西
方
向
の
尾
根
道
を
下
り
て
ゆ
く
。
左
は

米
軍
の
池
子
住
宅
の
フ
ェ
ン
ス
や
壁
が
あ
る

が
、
気
持
ち
の
い
い
尾
根
道
の
下
り
だ
。
笹
の

ト
ン
ネ
ル
や
岩
の
間
の
道
、
木
々
の
間
な
ど
標

高
の
低
さ
を
感
じ
さ
せ
な
い
楽
し
い
尾
根
道

だ
。
木
の
根
の
張
り
巡
ら
し
て
い
る
と
こ
ろ
も

楽
し
か
っ
た
。 

２
時
２
３
分
、
久
木
大
池
方
面
に
右
に
曲
が

る
。
こ
こ
か
ら
の
下
り
は
雨
の
後
で
湿
っ
て
い

る
こ
と
も
あ
り
、
か
な
り
滑
り
や
す
く
な
っ
て

い
て
慎
重
に
降
り
る
。 

２
時
４
０
分
、
久
木
大
池
の
東
屋
に
到
着
。

小
休
止
。
少
し
進
ん
で
目
の
前
の
階
段
を
上
る

と
坂
上
バ
ス
停
だ
。
こ
こ
で
解
散
。
鎌
倉
行
き

と
、
逗
子
行
き
の
二
手
に
分
か
れ
帰
路
に
つ
く
。 
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